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Dharma （dhamma ， 法）・ artha （attha， 義）・ もの ・ こ と

　　　　　　　　　仏典和訳の 語彙体系の構築試論一

村 　上 　真 　完

序 artha の諸用例

　（a）イ ン ドに は 人 生の 目的 （purusanha） と して 法 （dhamla）と実利 （artha ） と性愛

（kdnia）との 三 部 門 （tri−varga ）， また は こ れ らに解 脱 （m ・  a） を加えた 四部門 （catur −

varga ）が あ る こ とは
， 周 知の こ とで ある． 解脱 を論 じるの は哲学 で あ り， 他 に は

各々
一

群 の 経典 や論典 が あ る． 古 い 例 と して は 『ガ ウ タ マ 法経』 （Gautama −dharma −

satra
，
　Anand

’
蕊 rama −samskl ；ta−granth

’avali＝ AnSS ．61，
　Poona 　1966，　p．64）に

　 能力に従 っ て 法 と実利 と性愛 とに よ っ て ，午前 ・日中
・
午後 を ば，無駄 に して は な ら

　 ぬ ． しか し，そ れ らの 中で ，法 をよ り大事にする もの で あるが よい ． （1．9．46−47）

とあ る ， 古 い 法 経類 や 後 の 法典類 の 言 う法 とは ， 四姓 に わ た る社会的宗教 的規

範 ・法規 （王 法
・
司法

・
身分法

・
贖罪法等）や 義務で あ り， そ れ らに従うの が 善行

で あ る とい う趣 旨で あ る が
， 哲学か ら解脱 を も含む （MTanava−dha・ma −SidStra）． 三 部

門の 中で どれ が よ り善 い （Sreyas）の か ， とい う問い に は
， 法 と実利 ， 性愛 と実利 ，

法の み ， 実利 の み とい う四説 が あ る が， 「よ り善い の は三 部 門で あ る と定 ま っ て

い る」 （同 2．224） と結ばれ る．

　（b）マ ウ ル ヤ 朝初代 王 の 宰相 カ ウ テ ィ リヤ の 作 と伝 え られ る 『実 利論』 （Artha−

Sdstra）は
，
3 世紀 頃に 纏 ま っ た よ うで あ る ， こ れ は 実利 を重 ん じ王政 を守 り繁栄

を図 るた め の 内政 ・ 外交 をめ ぐる権謀術数 に 詳 しい が
， 巻頭 に は学問 を論 じ修養

を語 り， 最終巻 に は 論典 の 方法 を纏 め て い る ， 実利 とは 何か ．巻初 に は 「領地の

獲得 と守護 と に つ き （p仙 ivy互 励 he　p互bye　ca ）先師達 に よ っ て 述べ られ ， 大抵 著 さ

れ た 限 りの 諸実 利論 を
一

つ に纏め て こ の 実利論 が 作 られ た 」 （1．1） とあ り， また

最 終章 の 最初 に 「人 々 の 生 計 が 実利 で あ る （  u5y 巨p細 噸 tir　arthah ）． 人民 の い る

領地 とい う意味で あ る ． その 領地の 獲得 と守護 との 手段 （uptiya）で あ る論典が 実

利 論で あ る 」 （15．1−2） とあ る ． つ ま り領主 で ある 王 の た め の 実利論で
， 経綸論 と

い うとこ ろ で あ ろ う． 実利 と法 と性 愛 との 関係 につ い て ， 次の よ うに実利 を第一
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Dharma （dh…  ma ，法）・a曲 a （attha ， 義）・もの ・こ と （村　上） （225）

とす る 。

　法 と実利 とに 反せ ず して 性愛 に従 うが よい ．快楽 な しで い る勿れ．或い は相 互 に 連 な っ

　て い る三 部門に平等 に 〔従 うが よ い 〕．何故 な ら法 と実利 と性愛 の
一

つ に従 うと
， そ れ

　 自体と他の 二 を損 じるか らだ．実利 の み が主 要で ある とカ ウ テ ィ リヤ は言 う．何故 な ら

　 法 と性 愛 と も実利 を根本 とす るか らだ． （1．7．3−7）

　法 と実利 と性愛 とは実 利 の 三 部 門 （artha −tri−varga ）で ある．

　そ の 〔E の 〕それ ぞ れ前の もの を獲得す るの が よ り善い ．

　不 利 ・不法 ・憂 い と は 不 利益の 三 部 門 （anartha −tri−varga ）で あ る．

　 その 〔三 の 〕そ れぞ れ前の もの を阻止 す るの が よ り善 い ． （9．7．60−63）

　実利 は 法 を根本 とす る か ら，性愛 を結果 とす るか ら， 法 と実利 と性愛 とは 関連 し合 う．

　凡そ実利の 成就は一
切 の 利益 の 成 就 （sarvartha−siddhi）で あ る． （9．7．81）

出家を中心 とする仏 教 は性 愛 を含 め て 欲 望 を煩 悩 と して 退 ける． しか し第
一

義

（一利益 一涅槃） を追究す る こ と を目指す とい う．

　（c）ヴ ァ
ー

ッ ヤ ー ヤ ナ の 作 と伝 え る 『性 愛経』 （κdma −stitra） は ， 訳 著 者 岩本 裕

［1949，
1998］ 『完訳 カ ー マ ・

ス
ー トラ』 （東洋文庫 628， 平凡社） に よれ ば ， 『実 利 論』

と同 じ頃 に 出来 た もの の よ うで あ る （r完訳 カ ー マ ・ス ー トラ』 序説）． こ れ は巻頭

に 「法 ・実 利 ・性愛 に 帰命」（1⊥ 1） と冠す る． こ の 三 者 は 神格 化 され て い る ．

そ して 性愛を詳細 に 語 っ た 最後に，

こ の 〔性愛 の 〕真実 を知 る者は
， 法 ・実利 ・性愛の 中に

， 世 間に ある 己 の 存立 を守ろ う

と して ， 感官を制御す る者 とな るの である．

そこ で こ れ に 通 じ知 り尽 くした者は ， 法と実利 とを観 わた しなが ら
， 性愛 を有 し耽 っ て

も過度の 欲情 を本性 とせ ず に ， 成功す る で あろ う． （7．2．58−59）

と結ぶ ． 出家仏教 で は性愛は禁断 で あろ うが ， 西 イ ン ドな どの 仏教 の 窟 院に も見

られ る 男女像 （mithuna ） は 『性 愛経』 を思 わせ る． また後で 見 る よ うに仏教 の 註

釈家 も法 ・実利 ・性愛の 知識 を有 して い る．

　（d）ミ
ー

マ
ー

ン サ
ー

派 は
，

そ の 経典 （MimaPtsa−stitra ，　MS ．） の 最初 に 「〔ヴ ェ
ー

ダ

を学習 して か ら〕 さて
，

こ れ ゆ え法 （の り）の 探 求 （dhamlaj埴巨s巨
， 法を知ろ うと願

うこ と）」を標榜 し ， 「〔ヴ ェ
ー

ダの 〕教令に よ っ て 示 され る （codana −lak＄arpa）義 （artha ，

よ きこ と，利益）が 法 で ある 」（MS ．1．L1− 2）とい う． 註釈 家 シ ャ バ ラ （S・bar・）は
， 厂そ

の 義 （よ きこ と）は ， 人 （魂）を至福 に 結 び付 ける （puruSarp　nihSreyasena 　sarpyunakti）」，

大規模な ソ
ー

マ 祭 Gy・ti−St・ma ）等で ある （Fr．16ii．　Fr．＝Erich・Frauwallner［1968］，
　Materialien

zur ／A
’
ltesten　Erkenntnislehre　der　Karm αmimbtrzs δ

，
　Verbffentlichungen　der　Kommissionftir　Sprachen

und ・Kulturen・Stid．und ・Ostasiens・Hefi・6，
6sterreichische　Akademie　der　Wissenschaften

，
　Wien ）． 「非
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（226） Dharma （dhamma ，法）・
飢 ha （anha ，義）・もの

・こ と （村 上）

義 （an −artha
， 無益 ， 害）」 と は

， 「何 で も衰亡 に 到 る もの で （pratyav5ya）， 鷹 （Syena），

金 剛 （vajra ）， 矢 （iSu）な どで あ る 」 （Fr．20i2
一14
）． こ こ に artha を義 （よ きこ と

， 利 益）

とい うの は
，

い わば御利益 とい うの に近い で あろ う． 「〔ヴ ェ
ー ダの 〕教令 に よ っ

て 示され る 」とい う限定は
， 仏 典に は馴染 まない ， 「人 （魂）を至福 に結び付ける」

とは ， 生 天 を意 味す る か ， 解 脱 の 境 地 を指 す か ，
こ の 学 派 の 理 想 の 境 で あ る．

ソ
ー

マ 祭等 は生天 を齎す ， 御利 益 が あ る． しか し 鷹等の 祭事は他者 （仇）の 殺 害

（呪殺 ？） を意図 し ， また 自分 も地獄 に 堕 ち る な どの 原 因 とな る の で
， 義 （よ きこ

と，利益 ）で は ない ． とまれ artha が 義 （よ きこ と，福利，御利益）で ある 点が 仏教

に通 じる．

　（e）ヴ ァ ィ シ ェ
ー シ カ （勝論）派で は ， 実体 （dravya） とそ の 実体に和合 （内属）

して い る性質 （gu・；・， 属性 ， 徳） と運動 （karman ，業）とが artha （実物，対象） と呼ば

れ る ． そ れ ら三 者に 和合 して い る 普遍 （sdniAnya ， 同） と特殊 （ViSesa， 異） と和合

（samavaya ） とは
，
　 artha （実物 ， 対象） とは 呼ば れ ない が ， 前の 三 者 と ともに存在す

る とい う． 実体 に は 性質 と運動 と普遍 と特殊 とが 付属 （内勵 し， そ の 内属 して

い る付 属物 が dharrna（法，属性） と呼ばれ ， 内属 を許 し付属物 （法） を有す る基

体 ＝ 実物が ，
Chamin （有法 ，

主体）と呼ばれ る． また法は功徳 （善）で もあ る （M ・rd

Index　to　the 　PraSastap涜dabhaSya ，　ed ．　Johannes　Bronkhorst ＆ Yves　Ramseier，　Motilal　Banarsidass

Publishers
，
・Delhi・1994参照）． こ うい う見方 は ニ ヤ

ー
ヤ 派と も共通 する ．

　仏 教 は実体 （主体 ， 有法）中心 の 思 考法で は な く，
主 体 に 付属 する属性 （＝主体

を構成する諸属性 ， 法）の 体系 を創 り上 げる が ， 上 引の ような artha （対象，義，利益）

に触れ るの で ， 諸学派の 用語法に も関連す る ． 今は法 （dharma） との 関連 を考 え

た い ． dhammaも artha も多義で あ る． こ の 両 語 に対応 す る 邦語 は
， 何 か 「もの 」

や 「こ と」 に違 い ない ． しか も 「もの 」 や 「こ と」 も多様で ある． 原 語で も日本

語 で も， 語 の 意味 は 文脈 に よ っ て 決定 さ れ易い ． 文脈 を離れ て 語意 は確定 し難

い ． よ っ て 原 典 に お ける 基本用 語の 語彙体系 の 整合的理 解 と と もに ， 和 訳語 にお

い て も語彙体系 の 整合性 が求め られ る ．

1． パ ー
リ語 attha

　上 の よ うな artha に相 当す る の がパ ー リ仏典 で は attha 〔又 は attha ）で あ る． 今 ，

及川真介 博士 と共訳 中の 『長老偈 註』 （Paramattha −dipan」 Theragath　
’
aethakOtha 　

・
　ThA．1

，

II
，
　III）に湘 すべ き用例が ある． こ の 黯 （Dh 一 曲 ，

ダ ン マ パ ーラ ， 護法 ， 6世

紀 頃）の attha を巡 る 論述 を見 よ う ［村 上
・
及 川 『仏 弟 子 達 の こ と ば註

一
パ ラ
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Dh   a 価 amma
， 法）・舳 a （attha ，義）・もの ・こ と （村 上 ） （227）

マ ッ タ ・
デ ィ

ー パ ニ
ー
　　』 （

一
）春秋社 2013

， （二 ）， （三 ）近刊予 定 を     

と略 して訳 文 とそ の 頁 を付す． パ ー
リ原典 は PTS，版 の 他 に， 第六 結集 ビ ル マ 版

の 電 子 版 （＝CSCD 　＝ 　ChaLtha　SafigEyana　CD −ROM ，　http：〃www ．tipitaka．org／ro   ／
， 又 は http；1／

www ．vri．dha皿 ma ．org ！general！dhammagiri．htm1。　
vn 唱

と略） と照合 した ］．

（1）attha の 大意 ： 五感 と意 に よ っ て 知 られ求め られ る もの ・こ と ： 1．意味，意 味 内容，

意義 義 ： 2．対象 ， 感官の 対象， 認識対象 ， 欲望 の 対 象 ；3．目的 ， 目標 ， 理 想 ；4．益，

利益 実利 ，実益 ，要 ，用 ， 必要 ， 役 に 立 つ こ と，た め ； 5。実体 ， 事柄 ，
よ きこ と ・もの ．

（2）主 な訳例 （attha は 〜 と略 し ，

〃 は反復 を示す）： L25’　12，37，　 Sl’3’4’14’3°
．2
，618’26，74’6’

　22
，

85’　6’1z　26’29，　104，　141，　151z　
21’z6’z8t

　
31’33

， ．．．，　II．315
卩26

，　62
’5
，　724，．．．，　III．330，　4io，　515，　78

’lo
，

lO4’n ， 1117，＿．〔語 ・句 ・文章 ・文 脈 ・節 ・章 ・本等の 〕意味   5−7， 13−9，21，27，30，

＿ ，  8， 13， 18，．．．，  8，9， 11
，
15

，
16

，
25

， ．。．．1．ll3i意 味内容   22．　 II．14Li
，
5015

，

2342目的   33， 107，472． 962i， 18629利益 201， 382．21029必要 429．　 yesam　
一一

〇　tahim

gacchatha　nEriyo 　．．．〜o　tj　pay（｝janarp　1．142iYee誰で も 〔貴女達 に〕用 が あ るそ の 方 々 の 許

に行 きな ， 女達 よ …
用 と は必要 （目的）で ある   313．−ie　Sampanne 　II．21031必要が 生 じ

る と   430。

（3）内容分類 とそ の 和訳 ： 1．世 間 ・出世 間の 意味 （義，利益），
2．自利 ・利 他 ・第

一
の

　利 （義 ， 利益）， 3．現在 （現世）・将来 （来世）・第
一

の 意義 （義，利益）

1 ．〜
皿 ti ．．．gEth轟hi　vuccam 巨narp 　att 喩 panayika卑 par

’
apan五yika卑 lokiya−lok

’
uttara −

patisarpyuttam〜rp　L180p−192意 味を とは …
諸 々 の 偈 に よ っ て 言お うと してい る ， 自分に

関する 〔と〕他人に 関する世間 ・出世 間に結 び つ い た 意味 を 〔述べ た 〕  36．
2 ．att

’〜’
adi−bhedam ’− rp　aviparitato 　passanti　ti−・−dassino　l．413

−4
自分 の 目的 （利益） な どの

類の 目的を顛倒 な く見 る
， とい うの で 目的を見る 方 々   80．aviparit

’
a＃hena　va 　param

’〜sa−

bhavatta　一一rp　1．41i3或い は顛倒の な い 意味で 第
一

義を本性 とす るか ら目的 （意義 ， 四諦 ，

滅諦 ）を 〔…証得す る〕  81．attano 　ca 　paresafi　ca 　
一一
rp　hitam　vicintetum 　samatthaTp 　II．10319

自分 と他 人 との 意義 ＝利益 を考察す る こ とが出来る 〔私 〕を   215．
3 ．　di！tha−dhammikam 〜

甲 m ．2429現実 （現法 ；心身の 諸要 素 ＝ 法 が 見 られ た現 実 ， 現世）

の 利益 を 〔掴 ん で〕   53．d．−dh．ika−sampardyikam ．．．〜rp　LIO34 現在 と将来の 利益 を 〔失

わせ 〕  227．d．−dh．ikarp　sampatayikapa ＿ 〜rp　II．2106，　 III．11613〃   428，  415．　 cl．−dh．ika−

sampar 巨yika−ppabhedena 〜ena 　hitena　saηlyutta 単 III．251現 在 ・将来の 別 が あ る 意義 ＝利益 に

結 び つ い た   53．d．−dh．ika−samparayika −param
’一一

　1．10624，　 II．122i2，17723（
vn ・
），18116，21514

，

22623
，

Ill．1729現在 と将来 と最 高 （第
一
）の 意義 （義 ， 勝義，利益）  235

，   252
， 363，

370， 439，459，   39． d．−dh．ik’fidi−bhcda〜 ILIgil
， 12333，　 IILI1613現在等 （現 在 ・将 来 ・

〔第
一

義〕）の 類 の 意 義 （目的，利 益 ） を 〔聞 こ うと，知 る
， 齎 す 〕   43，255，  255．

lokiya−lok’uttara −bhedaip　d．−dh．
’
adi−vibh 互ga卑 dukkh’巨di−vibh5gafi 　ca 〜

甲 yath亘一bhUtarp　paj互n互ti

ca 　pativitihati　ca　II．1929また 世間 ・出世間の 類 別 ある現在 （現法，現実，現世）な ど （現

世 ・来世 ・
第

一
義）の 区分が あ り，また苦な ど （苦 ・集 ・滅 ・道）の 区分 が あ る意義 （意

味）を如実 に知 り，か つ 洞察す る   44．na 　ca 　一・to　ti．．．na 　taip　d．−dh．ik
’adi−bheda −hita−nimi −

ttaqi　dhammam 　desenti　III．803ま鯏 益の ため 〔法 を説か〕ない とは，
…

現在な どの 類 （現
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在 ・将来）の 利 の た め には 法 を説か な い   177．

（4）姓 の 目的 ：dliamma’一一samhitam 　dliarnmato　
A−to　ca　anapetam 　etan 　ti　kattabbarp＿ ti−vagga

’

〜rp　anuyuiijeyya 　m ．2420r24〔在家者 は〕法 と実利 を具 え，法か ら も又 実利か らも離れずに，

これ を行 うべ し．…三部門 （法 と実利 と性愛）の 目的に専念するが よ い   52．

2 ． 対象 （attha ）は百の 標相 （lifiga）と特相 （lakkhaゆa ）とを有する

　以 上 の 中で 意 味の 例が多 く， 語 （単語）の 意味か ら句 ・文 ・文脈 ・節 ・章 ・本

な どの 意味に及ぶ
，

こ とばの 意味 で あるが
，

意味す る事物 を も指 し
， 意 を含 む感

官 の 知の 対象 とな る． そ の 対象 に は多 くの 標相 （目印，名）等が あ る とい う難解

な議論 が，

一
上座 （Suhemanta）の 詩節 を巡 っ て

， 次の よ うに始 まる ．

　Sata−lingassa　
− ssa ，　sata −lakk（harpa−dh5rino対象が百の標相をもち百の特相 を保 つ の に ，　ek

’
athga−

　dassi　dum −medho
，
　sata −dassi　ca 　paildito　Th．106愚者は一

部 を見 又賢者 は百 を見 る   491−2．

　 L 標相 （目印， 名） Tattha　sata −lihgassfi　ti　1
’
marn 　

’一【p　gamenti　ti　1ingdni，

〜esu 　saddassa 　Pavatti−

　nirnitt血 i，　t互ni　pana　satar 口anek 蕊ni　lifig互ni　etass 巨ti　sata −li血go．　Anek
’〜 o　hi　idha　sata −saddo ，

‘
［
PTs’

na

　 tath…i］　satalp 　sahassan
’
　ti−Edisu　viya 　na 　sahkhy 互（

PTs ’
safikhE ）−vises

’〜o．　tassa　sata−li血gassa

　I．p．22617
−21

（
v「i’
）そ こ で 〈〔対象が 〕百の 標相 を も ち〉 と い う 〔対象〕 には

， 隠れ潜ん で

　 い る対象 に導 く （意味 ＝内容 を理解させ る ）， とい う諸 々 の 標相 （目印）が ある．諸 々

　 の 対象に は語 の 働 く諸々 の 徴表 （pavatti−nimittani ， 表示の 諸 契機）が あ る．そ して そ れ

　 らの 百の 多 くの 標相 が これ （対象）には あ る ，
とい うの で 〔対象は 〕百の 標相 を もつ ．

　なぜ な らこ こで
， 百 と い う語は 「多 くの 」意味 を有す る か ら で ある ．「その よ うに百 も

　 千 もない 」 など とい う 〔文〕に お ける よ うに
， 〔百 は〕特定の 数を意 味す るの で はな い ．

　〔対象が〕その 百の 標相 を もつ の に 〔愚者 は そ の
一

部 を見，又賢者は百 を見 る〕  492−3．

　 〔attha の 原意〕
一一ssE　ti　fieyyassa

，
飴 yya煮 hi舩 ηena 　arapiyato 〜o・ti・vuccati 　I．p．22622

’23
〈対象が〉

　 とは
， 知 る べ きもの が 〔百 の 標 相 を もち ， 百の 特相 を保 つ 〕．なぜ な ら ， 知 るべ きもの

　 は智 に よ っ て 近づ か れ るか ら対象 （目的） と言われる か らで ある   493．

　 2．標相の 実例　So　ca 　eko 　pi　aneka −1血 go，
　yathガ

‘
sakko 　pudndado　maghav ガ ti，

“
pa節 互両」五medh 巨

　船 pan
”
ti　ca ．　Yena 　lifigena　pavatti−niminena 　t五vatimsadhipatimhi 　inda−saddo 　pavatto，　na 　tena　tattha

　 saltk
’
adi−sadd 互 pavatt互，

　atha 　kho　afifiena ．　Tath互yena　samm 昏 ditthimhi　paf洫 蕊一saddo 　pavatto，　na

　tena　vitiadi −saddE ．　Tena　vuttarp　
’Isata −lingassa〜ssa

”
ti　1．p．22623

−zz
又そ の 〔対象〕は一

つ であ っ

　て も多 くの 標相 （目印 ， 名）を もつ ．例 えば 〔イ ン ドラ神が〕，帝釈 〔天 〕（Sakka），城

　の 破壊者 ， 恵み を もつ 者 とい わ れ る よ うに ． また 〔智慧が 〕慧 （pafifi5）， 明 ， 聡 明 ， 智

　 とい われ る よ うに．お よそ或る標相 に よ っ て ＝ 〔語の 〕働 く徴表 （表示 の 契機）に よ っ

　て ，三 十 三 天 の 王者 とい う 〔意味〕で 天 帝 （イ ン ドラ） と い う語 が働 く （表示 され る

　pavatto）な らば ， そ の 〔徴表 （表示 の 契機）〕で は帝釈な ど とい う諸語が働 か な い （表

　示 されない ）か らで ある．す る と周知の よ うに他の 〔標相〕で も 〔同 じで ある〕．同様

　 に して お よそ 正 しい 見解 （正 見）とい う 〔意味〕にお い て 慧 （pafifia）とい う語が働 く （表

　 示 され る ）な らば ， そ の 〔徴表 （表示 の 契機）〕で は 明 （明知）な ど と い う諸語が働 か
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ない （表示 さ れ ない ）． それ で く対象が 百の 標相 を もつ の に 〔愚者は そ の
一

部 を見 ， 又

賢者は 百 を見 る〕〉と言 われ た   493．

3 ．特相 （特徴，定義）Sata−lakkha4a −dhErino 　ti　aneka −lak  apavato ．　LaklChiyati　etena 　ti　lak−

kha耳arp
，
　paccaya−bh五vino

〜ssa 　attano 　phalarp　paticca　paccaya−bhEvo，
　tena 　hi　so　ayarp 　imassa

k蕊ra皐an 　ti　lakkhiyati．　So　ca 　ekass
’
eva 〜ssa 　aneka −PPabhede　（227）upalabbhati ，　ten

’aha　
“

sata −

lakkhaqa−dhErino
”

ti　1．22629−227i〈百 の 特相 を保 つ 〉 とは，多 くの特相 を もつ の に， 〔その

対象が〕こ れ に よ っ て 特徴 付 け られ る （示 され る）， とい うの が特相 （特徴 づ け る もの ，

定義）で あ る ．〔そ の 特相 が ， そ の 〕縁 （助縁 ）を有すべ き
．
対 象 自体の 結 果 に よ っ て 縁 （助

縁）で あ る
1）
． なぜ な ら，そ れ （特相 ） に よ っ て 「こ の 〔対 象〕が， こ の 〔特相 の 〕原

因 で あ る」 と特微付 け られ る か らで あ る． ま たそ の 〔縁 （助縁 ，特相 ）〕はた だ
一

つ の

対 象に多種類 あ る と認 め られ る．そ れ で 〈〔対象が 〕百 の 特相 を保 つ の に〉 と言 う 

493−4．

　Atha　v 互 laklChiyanti　ti　lakkhap互ni
，
　tassa　tassa 〜ssa 　lakkhaq

’
（
vn’

sa血khatat’）巨daye　pak巨ra −visesQ

（
v「i’−5）．te　pana

〜to　avatth 互一visesi 　veditabbE ．　Te　ca 　pana　tesam 　aniccatadi −s5mafifia −lakkhana卑

lihganti（
v「i’−genti）fi互penti　ti

“
1i血g互ni

”
ti　ca　vuccanti ．　Tass

’ime訌k巨r五，　yasmE 　ekassapi 〜 ssa 　aneke

upalabbhanti 　； tena　vu 賃an口 sata −lifigassa　atthassa
，
　sata −lakkharpa−dharino　ti　1．2271

−7
或 い は また特

徴付 け られ る
，

とい うの で 諸特相で ある ．そ れ ぞれ の 対象の 特相な ど （
＞n ’

〔心 身の 諸要

素等〕が 為作 され た もの で ある こ となど）は
， 特殊 な様態 （あ り方）で ある ．そ れ らは

，

しか し意味か らすれ ば，特殊 な諸状態で ある と知 るが よ い ． しか し又，それ ら （対象の

特殊 な諸状態） は ，それ らが 無常で ある こ とな どと い う
一

般的特相 （s互mafifia−lakkhapa）

を特徴付け知 らしめ る とい うの で ，諸標相 と言われ る ．その 〔対象の 〕こ れ らの 諸様相

（あ り方）は，
一

つ の 対象 に も多 くが 認め られ る．そ れで 〈対象が百の 特相 を保 つ の に 〉

と言 う  494．

　Ten’互ha 五yasm互 dhamma −senapati ：
“
sabbe 　dhamm 巨 sabb

’
盃k訌rena 　buddhassa　bhagavato甑 pa−

mu   。 5p5thaip　agacchanti
”

（Maha −niddesa ＝Nd1．II．451i2
−14
）ti　I．2277

−1D
それで 尊者法将軍 （舎

利 弗） は言 う．「一切 諸 法が 一
切の 様相 （あ り方）で仏 世 尊の 智の 門 にお ける認識領域

に 入 る」 と   494．

4 ．一部を見 る愚者の 見方　Ek ’

afiga −dassi　dummedho 　ti　evarp 　ancka −1i血ge　aneka −lakkhape 〜e

yo　tattha　ek
’
afiga −dassi　aputhu −pafiiiataya　eka −li血ga−matta 卑 eka −lakkhapa−mattafi　ca 　disv5　a−ttana

di重lharn　eva
“
idam　eva 　saccan

”
ti　abhinivissa

“
mogham 　afifian

”
　ti　itararp　patikkhipati，

　hatthi−

dassanaka−andh5 　viya 　ek
’
ahga −g5hi　dummedho 　duppafifio　tattha　vijjam5n 瓢na 叩 yeva　pak訌ra −

visesanam 　ajananato 　miccha 　abhinivisanato 　ca 　1．227ii
−17

〈愚 者は 〔そ の 〕
一

部 を見〉とは ，
こ

の よ うに多 くの 標相 をもち多 くの 特相 をもつ 対象 に対 して ， 誰で もそ こ に
一

部 を見 る者

は
， 智慧 が多 くな い の で

，

一
つ の 標相だ け と

，

一
つ の 特相 だ け とを見 る．そ れ か ら 自分

が 見 た もの だ けが 「こ れ だ けが真実で あ る」 と執著 して ，「他 は虚妄 で あ る」 と他 を拒

否す る．象 を 〔撫で て 〕み る 盲人達の よ うに ，
一

部 〔だ け〕 を取 る 人は愚者 で ，智慧の

鈍 い 者 で ある ．そ こ に諸 々 の 存在 して い る もの だ けの 諸 々 の 特殊 の種類 を知 らな い か ら

だ． また 〔それ らに〕間違 っ て 執著す るか らだ   494．

5 ．賢者の 見方　Sata−dassi　ca 　paU4ito　ti　parpdito　pana　tattha　vijjamEne 　aneke 　pi　pakare　attano
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pafifi五一cakkhun 巨sabbaso 　passati．　Yo　v 互tattha　labbhamane　aneke 　pafi五5−cakkhun 互attan 互
’
pi　passati，

afifiesam 　pi　dasseti　pakaseti，　so　pa四 ito　vicakkhapo 〜esu 　kusalo　n 互ma 　ti　I．2271s
−22

〈又 賢者は 百

を見 る〉とは， しか し賢者 はそ こ に多 くの 種類 が あ っ て も自分の 智の 眼 に よ っ て 全体 的

に 見 る．誰で もそ の 人 だ け はそ こ に多 くの 〔種類〕が得 られ る 時 ， 智の 眼 に よ っ て 自分

で 識 別 して 見る ．他の 人 々 に もそれ らを示 し明 らか に する者 は
，

それ が賢者で ，明察の

入で ， 諸々 の 対象 につ い て 明る い とい う，
と   495．

3 ． attha の 原意

　 〔意を含む感官の 〕知に よ っ て 対象 （attha ）は知 られ るべ き （fieyya）もの で あ り，

智 （知） に よ っ て 近 づ か れ る （fiEnena　arapiya ）． つ ま り願 い 求め られ もの で あ る．

思 うに ， そ れ は有用で 役 に 立 つ か らで あ ろ う． こ れが attha の 原意 の 如 くで あ る．

　 こ こで 知 られ る べ きもの （こ と） と は
， 感官 の 対象 と して は見 ・聞 き ・嗅 ぎ ・

味 わい ・身 で 感 じ ・意 （心 ）で 考 え思 うもの ， 即 ち認 識対 象 で あ る． 又対象 は求

め られ る もの で あ る。 意に よ っ て 考え思 わ れ る もの （こ と）が 法 と呼ばれ る こ と

は
， 古 くよ り認識領域 （十二 処 ≡ 六 内処 ・六 外処）の 体系 に お い て 確定 して い る ．

一 般 に広 く求 め られ る広義 の 対象 と
， 意 の 対象で ある 法 とは違 う． 意 の 対象 で あ

る法は広義の 対象の 中に含 まれる．

　対象の 実例 が 天 帝 （lnda） と慧 （pafifia＞ と象で あ る． 慧 は属性 （法）で あ る が
，

天 帝や 象 は属性 （法）を有 す る 基体 ・主 体 ・実体 （有法）で あ る ． か くして 広 義

の 対 象 は ， 我 々 の 身心 の 構成 要素 や 属性 （軍 諸法） を有す る．属性 （法） も対象

で ある が
， 広 義の 対象 は属性 を有す る基体 （主 体，有法） で あ っ て ， 基体 は諸属

性 （；諸法）に よ っ て 説 明され る．

　語 （声）と意味 を巡 る議論は文法学派に多い ．パ タン ジ ャ リ （紀元前 2 世紀 ，
Maha −

bh」iSya，　ed ．　F．　Kielhorn ［1880−85］，　Osnabnick　1970，　vol ．1．　pp．1， 6）は
， 語 （声）の 意味を巡 っ

て 実 体 ・運 動 ・性 質 ・種 （Ekl；ti，普遍 ）を示 し， 単語 の 意味 に種 （普 遍 ） と個物 と

して の 実体 がある と言 う （村上真完 ［1991］『イン ド哲学概論亅平楽寺書店 p．347£ ）． Th ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダン マ パ 　ラ

108 の 作者は そ の 頃の 人か も知 れ な い ， 註釈 家護法 は ， 「明 知 が顕 れ心 が 浮動 し

ない 人達 の 過去 や 未 来の 知 は
， 直接 知覚 と異 な らな い 」 とい うバ ル トリハ リ （5

世紀後半）の 言 （rakyapadiya − VPJ ．37）を引 く （Dighanikdy
’
atghakatha −tika　III．　p．11913

’i‘
ad 　D ．

xxix　27
， 村上 ・

及川前掲書  v−vi）．　 VP．で は語 （声）が 「意味の 働 く原理 （artha −prav面 一

tattva）」の 根拠 で あ り （1．13）， 諸語 （声）の 契機 （nimitta ，徴表） と して の 語 と， 意

味 ＝ 対象に 用 い られ る語 とがあ る （1．44）（赤松明彦 ［1998］ 『古典イ ン ドの 言語哲学 1』

東 洋文庫 637， 平凡社 ， pp，47，99参照）．　 VP ．は語 （声 ） の 方か ら論 じ るが
，

逆 に意
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味 ＝ 対象 の 方 か ら述 べ る と上 引 2 ．の よ うに な るで あ ろ う
2）
．

　原始仏 教 は我 々 の 身心 の 在 りよ うを ， そ の 諸構成 要素 嘱 性 ， 法） と して
， 色

（体 内外で 感 じ られ る もの ）・受 （感受 ， 感情 ）・想 （観念 想念 概念）・行 （心 身の 潜

勢力）・識 （認識知） の 五 種 に 数 え ， 五 つ の 〔執着 とな る〕 集 ま り （五 蘊，五 取蘊）

と呼ぶ ． 又 は
一

切 （認識領域 ） と して ， 感 官 （眼
・
耳

・
鼻

・
舌

・
身） と意 （以 上 ， 六

根 ＝ 六感官 ， 六 内処 一 内 な る認識領域） とそ の 対象 （六境 ＝六外処 ＝外なる認識領域 ，

す なわ ち色 ・声 ・香 ・味 ・触 ＝ 身体で 感 じ られ る性 質
・法 ＝ 意で 考え られ る もの ） との

十二 種 の 認識領域 （十二 処）， 又 は こ れ に六 感官 の 知 （六 識 ）を も加 えた 十八 種の

認識要 素 （十八 界）を列挙す る ． こ れ らだ けが
一

切 ，
つ ま り我 々 各 自の 世界 で あ

る ． そ れ は 個 人 的 な 主 観 的 な内 的 な世 界 で あ る が ， 外 的 な客観 的 な 世界 で は な

い ． そ れ らは ， そ れ ぞ れ法 （dhamma ） と呼ばれ る． そ れ ら諸法 に よ っ て仏 の 教 え

と して の 法 （教 法）が 説 き示 され る． そ れ ら諸法の どれ も， 無常 で あ り， 苦 で あ

り， 私 の もの で も な く ， 私 の 自我 で もない と
， 繰 り返 し説か れ て い る ．又 こ の 他

に修行 に 関す る多 くの 法が説 か れ る。

　 後 （部派仏教） に は ， 心 億 ， 識） に付随する諸 々 の 機 能や作用等 （心所法 ，
caitta

，

caitasika 等）が 法 に加え られ
， 法 （属性）の

一 覧 表が各部派 に おい て 作 られ 議論 さ

れ る． そ れ ら諸法 に よ っ て 仏法 （教 法）が 説か れ解釈 され る．

　 しか し attha （対象）は 法の
一

覧表に は ない ． 先に 見た よ うに （序 （e）），
　 attha （対

象）は 法 （属性）を有す る 主 体 （有法） ＝ 実体 ＝ 実物 と見 る諸 学派 もあ っ た． その

様 な哲学 で は 上 に 見 た よ うな諸 法 （心身の 諸属性） を有する 主体 は 私 で
， 自我 で

あ ろ う． が
， 仏教 は 自我 を言 わ な い 建前で あ る． こ こ も我 に は言 及 しない ． に も

拘 らず対 象 （attha ）が 百 の 標相 （目印，名） を有 し百 の 特相 （特徴 定義 ）を保 つ と

述 べ て ， 多 くの 諸法 （属性 ） を有す る主体 （基体） を示 し ， 物事 を全 体 的 に 知 る

の が 賢者で あ る と言 う。 そ して 他方 ， 「そ こ に
一

部を見 る者は ， 智慧 が多 くない

の で
，

一 つ の 標相 だ け と
，

一
つ の 特相だけ とを見る． そ して 自分 が 見た もの だ け

が 真実であ る と執著 し， 他 は虚妄 で ある と言 っ て 他 を拒否 す る」 とい い ，象の
一

部 分 だ け を撫 で て み て 所 見 を述べ る全 盲達 に 喩 える ．

　 こ れ は生来 の 全盲達 を集 め て
， 象 の

一
部 だ けに触 らせ て か ら ， 「象は ど うだ 」 と

問 うと ， 各人 別様 に答 えて 言 い 争 っ た とい う喩 え話で あ る （Uddna・6．4，
　Pa ・ amattha ・

ノ・tikii− Pj．ILp．529， 支謙訳 「義足経』巻上 「鏡面王経」T．4．178b）． こ の 象 は対象 （有法 ＝

主 体） で あ る が 法 （属性） で は な い ． 象の 法 （属性） は 目明 きに は 象 の 色 （姿 ， 全
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体像）で あ り， 全 盲達 に は触 感 （所触，感触）で あ る ． 全盲 は 対象の 一 部 を見 る 愚

者 に喩 え られ る． 賢者 は 部分 的 な一
つ の 法 （属性）で は な く広 く対象 を全 体 的に

見る とい う． また 厂
一

切諸法が
一

切の 様相で 世尊の 智の 門に お ける認識領域 に入

る」 とい うが ， 知るべ き種々 全 て の 対 象 （attha ） も仏 知の 中で 働 く （Ndl．II．4Sl1
← 2°

）

と もい う．知 るべ き対象は そ の 属性 （法） よ りも広義で あ り客観の 領分 を含 む実

体や 実物で ある ． それ は 目明きが 見 る 光景 （色法）だけで も， 全盲達が 感 じる 感

触 （所触法） だ けで もな い ． そ ん な諸法 嘱 性） は そ の 基 体 （主 体 ， 有法）の
一

部

で ある ．対象 （有法）を全体的 に 知 れ とい うの で あ る
3）
．

4 ． 結び

　そ の 対象 （attha ，求 め られ る もの ） は ， 客観 を も含み
， 願 い 求 め られ る 実体 ， 実

物 ， 財物で あるが ， 単に 実利 や 財 富だ けで は な く， もちろ ん
， 意味 ， 義 ， 意義 で

もあ り， 現 世及 び将 来 （来世） に お ける 意義 ，
つ ま り利益 （現世 の 幸や 来世の 福 ）

を示 して 下 さる仏 の教 えの 御利益 で あ り， そ して そ の 教 え を実践 す る 者 に 期待 さ

れ る利益 で あ り功徳で あ る． その 御利益の 最上 の もの （一 第一義 ＝ 利益）が 悟 り

の 境地 で あ り， 完全 な安 ら ぎ （涅槃）で あ る ． そ れ は 最終的 に は 輪廻 生 死 を離 れ

た 入 滅 （死） に帰す る ． 仏弟子 達 は皆， 煩悩 を滅 して 悟 り阿羅 漢 と な り最後 に入

滅 した こ とを ，
こ の 註釈は繰 り返 し語 る． 未来に 関す る 顧慮や 願望 は 全 くない の

で ある ．

1）結果 を縁 とする とい うの は ， 基体 （有法）を因 と し性質等 （法）を結果 と見 るの で

　あろ う．

2 ） こ こ の prav＃ti，　 nimitta を 2 ．の 1 と 2 の pavatti−nimitta と通 じる と解 した．

　　なお 筆者は
，

上 記の バ ル トリハ リの VP ．の 解釈 に つ い て は ， 日本 印度 学仏 教 学会 第

　64回学術大会パ ネル 発表 A 「イ ン ド哲学 にお ける 〈存在〉をめ ぐる議論 の 諸 相」（2013

　年 9 月 1 日） にお い て
， 小川英世教授 の 発表 「意味 と存在」に 多 く触発 された．

3）パ ー リ原 典 の 略号 は，村 上 ・及川 ［2013］ 『仏 弟子 達 の こ とば註』 （一） （春秋社 ）

　の 凡例 に 倣 い ，PTS ．版を主 とす る．

〈キー
ワ

ー ド＞ dhama （dhamma ），　 artha （attha ），法，利益，義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東北 大学名誉教授 ，文 学博士 ）
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